
日本医用画像工学会 ２０１０年度総会 議事録 

会 期：２０１０年７月３０日（金）  13：05～14：05 
会 場：東海大学 伊勢原キャンパス 1 号館 ２F 講義室 A（A 会場） 
出席者：出席 50 名 委任状 47 名  

 
議 事：１．赤塚会長より開会のご挨拶があった。 

２．出席 50 名、委任状 47 名の合計 97 名で総会が成立することが確認された。 
３．恒例により異議なく赤塚会長に議長が一任される事が確認された。 
４．審議事項（添付の幹事会および総会資料参照）   

      (１) 赤塚会長より学会の運営状況について報告がされ、承認された。  
      （２）２００９年度事業報告および２０１０年度事業計画 
       １）大会関係について斉藤担当常任幹事より報告され、承認された。  
       ２）学術・渉外について羽石担当常任幹事より報告され、承認された。  
       ３）編集委員会について周藤委員長より報告され、承認された。  
       ４）広報委員会について安藤委員長より報告され、承認された。 
       ５）CAD 委員会について長谷川集委員長より報告され、承認された。 
       ６）新事業関係について本間担当常任幹事および尾川担当常任幹事より報 

告され、承認された。  
      （３） ２００９年度決算報告 

１）２００９年度決算報告について細羽担当常任幹事より報告され、承認 
された。 

２）２００９年度決算報告会計監査報告について掛川監事より報告され、 
承認された。 

（４） ２０１０年度予算案について細羽担当常任幹事より報告され、承認 
された。 

      （５） 役員人事の改訂について斉藤担当常任幹事より報告され、承認された。  
     ３. ２００９年度 MIT 誌「論文賞」・第２８回大会「大会奨励賞」の授賞式が行   

われた。  
     ４. 第３０回大会の勝俣大会長よりご挨拶があった。 
     ５. 赤塚会長より閉会のご挨拶があった。 

 

以上 
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学会学会の運営状況についての運営状況について

現在の学会運営状況

・会員 一般会員：微減， 学生：昨年度並み

・経済不況の影響 ->広告費激減，賛助会員減少
・電子コミュニケーションの活用<-NL,会誌電子化，Mail広報

会誌のWeb出版開始
・J-Stage利用 ・会員psw設定 ・ 2年経過で完全公開

・動画等引用付録導入 ・合本印刷サービス(ほぼ実費)

一層存在価値のある交流の場に
・新規事業開始 ハンドブック出版，研究会公募

・会員の積極的な運営参加，関連領域との交流増進 等々

事業報告および事業計画：大会関係

・ ２００９年度報告

第２８回大会を、長谷川純一大会長（中京大学）のもとに、中京
大学名古屋キャンパスで開催した。 （２００９年８月４日・５日）
（総参加者数２５４名／総演題数１０１演題）

・ ２０１０年度計画

第２９回大会を、今井裕大会長（東海大学）のもとに、東海
大学伊勢原キャンパスにて開催する。
（２０１０年７月３０日・３１日）

事業報告および事業計画：学術・渉外
連合フォーラム活動等

2009年度活動報告
JAMIT Frontier 2010を那覇市で開催した．本大会はJAMIT , 電子情報通信学会 医

用画像研究会（ 信学会MI研），医用画像情報学会（MII）が参画して，メディカルイメージ

ング連合フォーラムとして共同開催した．

期日：2010年１月28日（木）・29日（金） 場所：那覇市ぶんかテンブス館

演題数：87件（特別招待講演 7 パネル討論 1 口演 24 ポスター 55 ）演題数：87件（特別招待講演 7，パネル討論 1，口演 24，ポスタ 55 ）

参加者数：述べ204人

2010年度活動計画
１．International Forum on Medical Imaging in Asia(IFMIA) 2011を，JAMIT，信学会MI研，

MIIおよび台湾，韓国の学会との共同開催の国際会議として，那覇市で開催する。

期日：2011年1月18日（火） 場所：那覇市ぶんかテンブス館

２．JAMIT Frontier2011（ JAMIT，MI研，MII共同開催のメディカルイメージング連合

フォーラム）をIFMIA2011に引き続いて那覇市で開催する．

期日：2011年1月19（水）・20日（木） 場所：那覇市ぶんかテンブス館

活動報告および活動予定：編集委員会1/3

２００９年度活動報告

１．論文誌の発行
Vol.27 No.3,4,5 Vol..28 No.1,2の5冊

内訳；2009年度 特集論文23/研究論文16/研究速報２/技術報告０/４１計（投稿総数４３件 ）

参考；2008年度 特集論文26/研究論文16/研究速報１/技術報告１/ 4４計（投稿総数４０件 ）

２．査読付き大会論文制度の継続
昨年と同様 査読付き大会論文制度を継続実施し 2７件の投稿があ た （前年度2３件）昨年と同様、査読付き大会論文制度を継続実施し、2７件の投稿があった。（前年度2３件）。
これらの論文は、Vol.28 No.4,5に掲載し、No.4はJAMIT大会関連特集号とする予定である。

３．論文賞の選考
下記論文に決定し，常任幹事会において推薦した．
論文名：交差プロファイル法による4D-MRIの構築（桝田喜正他）

４．ＭＩＴ誌の完全電子化検討
完全電子化方式を検討し、J-ＳＴＡＧＥへの移行を推奨した。

５．特集企画検討Ｇの創設
５グループ（イメージング、解析・可視化、英文、マルチメディア、潜在ニーズ）、取りまとめ；
特集担当副委員長。

活動報告および活動予定：編集委員会2/3

２０１０年度活動予定

１．円滑なＪ－ＳＴＡＧＥへの移行
20１0年９月号から移行、それまでに投稿規程の変更など、学会ホームページなどで逐次掲
載予定、 ２０１１年より電子投稿審査システムとの連携稼動予定
－ 詳細はMIT誌５月号（Vol.28,No.3)）

２ 特集企画検討Ｇの活動２．特集企画検討Ｇの活動
５つのグループ活動による特集企画が２０１１年３月号（Vol.29,No.2）より逐次掲載予定。
原則公募特集（査読付）とする

３．投稿増対策
類似他学会への投稿の呼びかけなどにより、 英文論文などの投稿論文を 増やす。

４．電子化によるMIT誌の充実
①高精細・多次元の動画の閲覧サービス

Ｊ－ＳＴＡＧＥの「電子付録」の機能により、高精細多次元動画の閲覧を可能とする。

②Impact Factorへの足がかり

J-STAGEの外部サイト・リンク機能、英文論文の引用実績など

活動報告および活動予定：編集委員会3 /3

Ｊ－ＳＴＡＧＥへの移行計画

（１）Ｊ－ＳＴＡＧＥ用投稿規程の公開・・・２０１０年８月
ホームページ等で広報

（２）Ｊ－ＳＴＡＧＥテスト公開・・・２０１０年８～９月
Vol.28,No.3, ８論文・記事の公開

（３）Ｊ－ＳＴＡＧＥへの移行・・・２０１０年９月（ ） 移行 年 月
Vol.28,No.4,  査読付き論文特集（完全電子化）

（４）「電子付録」による動画特集・・・２０１０年１１月
Vol.28,No.５を予定

（５）電子投稿審査システムとの連動開始・・・２０１１年1月以降
Vol.2９,No.１以降を予定
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活動報告および活動計画：広報委員会活動報告および活動計画：広報委員会 1/51/5

２００９年度事業報告

・ メールマガジンの発行
（2009.7～2010.6  ６２通）

ホ ムペ ジ 整備 （ ）・ ホームページの整備 （http://www.jamit.jp）
・ eNews Letter
No.5 2010年04月 通算No.59
No.4 2009年12月 通算No.58
No.3 2009年07月 通算No.57

活動報告および活動計画：広報委員会活動報告および活動計画：広報委員会 2/52/5

・・ eNewseNews LetterLetter No.3 2009No.3 2009年年0707月月 通算通算No.57No.57

日本医用画像工学会（JAMIT）のあゆみ 1986 年頃から1994 年頃にかけて
今里 悠一 （元常任幹事、元編集委員会副編集委員長、元東芝医用機器事業部） ・・・２

技術交流の輪① 認識
核非線形相互部分空間法によるパターン認識
坂野 鋭 （株式会社NTT ミ ニケ シ ン科学基礎研究所 ） ５坂野 鋭 （株式会社NTT コミュニケーション科学基礎研究所 ） ・・・５

技術交流の輪② 非剛体レジストレーション
胸部の非剛体レジストレーション 羽石 秀昭 （千葉大学） ・・・７

JAMIIT のひろば
東芝X 線循環器診断システムの高画質化 －PureBrainTM の画像処理技術
佐藤 直高 （東芝メディカルシステムズ株式会社） ・・・９

お知らせ CADM コンテスト→CAD コンテスト＠JAMIT 大会
清水 昭伸 （東京農工大学大学院共生科学技術研究院） ・・・１１

活動報告および活動計画：広報委員会活動報告および活動計画：広報委員会 3/53/5

・・ eNewseNews LetterLetter No.4 2009No.4 2009年年1212月月 通算通算No.58 No.58 

特集「JAMIT コンテスト報告」
第1 回 JAMIT CAD コンテスト結果報告 北坂 孝幸 （愛知工業大学情報科学部） ・・・３

特集「新幹事就任ご挨拶」
北村 圭司 （（株）島津製作所 基盤技術研究所 分子イメージングユニット） ・・・９北村 圭司 （（株）島津製作所 基盤技術研究所 分子イメージングユニット） ・・・９
木戸 尚治 （山口大学大学院医学系研究科応用医工学系学域） ・・・１０
工藤 博幸 （筑波大学大学院システム情報工学研究科ＣＳ専攻） ・・・１２
富樫 かおり （京都大学医学部放射線医学講座（核医学・画像診断学）教授） ・・・１４
増谷 佳孝 （東京大学医学部付属病院放射線科） ・・・１５
目加田 慶人 （中京大学情報理工学部） ・・・１６

JAMIT のあゆみ（前篇：1994～1998）
辻内 順平 （東京工業大学名誉教授） ・・・１７

活動報告および活動計画：広報委員会活動報告および活動計画：広報委員会 4/54/5

・・ eNewseNews LetterLetter No.5 2010No.5 2010年年0404月月 通算通算No.59 No.59 
特集「JAMITFRONTIER 後記」 羽石 秀昭 （千葉大学） ・・・２

第29 回日本医用画像工学会開催に向けて 今井 裕 （東海大画像診断学） ・・・４

特集「新幹事就任ご挨拶」
森 健策 （名古屋大学情報連携統括本部情報戦略室・教授） ・・・６

JAMIT のあゆみ（後篇：1998～2002）
辻内 順平 （東京工業大学名誉教授） ・・・８

技術交流の輪② 非剛体レジストレーション
丸山 克也 （シーメンス旭メディテック株式会社） ・・・１０

技術交流の輪③ 標準脳
檀 一平太 （食品総合研究所）、續木 大介 （食品総合研究所、筑波大学大学院

システム情報工学研究科、日本学術振興会) ・・・１２

技術交流の輪③ 標準脳 内田 佳孝 （千葉大学医学部放射線科） ・・・１４

お知らせ：医用画像データベース
清水 昭伸 （東京農工大学大学院共生科学技術研究院） ・・・１７

活動報告および活動計画：広報委員会活動報告および活動計画：広報委員会 5/55/5

２０１０年度事業計画
・ 電子ジャーナルとの連携（ホームページの整備）

・ メールマガジンの発行
No.8 2011年04月 通算No.62 

No.7 2010年12月 通算No.61 

No.6 2010年07月 通算No.60 

・ ホームページの整備

・ ストリーミング・サーバーの整備

JAMIT2010の特別講演、シンポジウムなどの掲載

・ ニュースレターの発行

活動報告および活動計画：活動報告および活動計画：CADCAD委員会委員会

２００９年度活動報告
・CADM史編集委員会（10/2）の開催

・第28回大会（8/4，5）へのCAD関係企画協力

・CADコンテスト（8/3）と公開審査の実施

・CAD勉強会（5/30，10/3，3/6）の実施

画像デ タベ の販売促進と窓 対応・画像データベースの販売促進と窓口対応

２０１０年度活動計画
・CADM史の発行（9月予定）

・CADコンテストと公開審査の実施（第29回大会にて）

・CAD勉強会（5/29，他2回）の実施

・画像データベースの販売促進と新規開発

・他学会・研究会との共同企画
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活動計画：新事業関係活動計画：新事業関係 1/31/3

医用画像工学ハンドブックの改訂（中間報告）

発刊目標：2010年度中

発行：日本医用画像工学会

冊子の形態：B5版 800頁 15000円 （会員価格10000円）

特徴：二部構成 ①イメージング編、②CAD編特徴 部構成 ①イ ジング編、② 編

現在、５０名弱の担当者により執筆中。８月下旬執筆〆切。

その後、編集委員により、内容の吟味や重複、過不足項目の
チェック、語句の整合性、インデックス作成作業などを開始。

2011年３月には発刊したい。

編集委員会 委員長：尾川、副委員長：工藤、清水

委 員： 湯浅、佐藤、増谷、森

活動計画：新事業関係活動計画：新事業関係 2/32/3

研究会の設置

医用画像工学に関連する学術や医療機器産業の発展、開発技術の迅速な
臨床利用などに資する研究会を設置できるものとする。

○設置の条件
異なる機関に所属する正会員５名以上をもって構成する。

○設置の公募
原則 月 から 月 とする 緊急を要する案件等は 適宜 受付ける原則４月１日から６月３０日とする。緊急を要する案件等は、適宜、受付ける。
（学会ホームページや学会誌にて公募）

○設置期間
研究会の設置期間は原則３年を限度とする。（総会の翌日から翌年の総会までを１年）

○予算
学会から年間で原則10万円を支給。提案に際しては、申請書を提出する。

○審査
常任幹事会で審査し、決定する。

○成果の報告
本学会大会にて発表や本学会誌への論文投稿を義務とする。

活動計画：新事業関係活動計画：新事業関係 3/33/3
教育委員会

• 医用画像工学に 関する体系的な教育の機会を若手学会員
に提供するイベントを企画・実施する。

網羅的な知識の習得よりも、「イメージング の物理」「画像
再構成・認識の数理」「臨床画像医学の基礎」など、より普
遍的・基礎的な知識の習得を目指す。

現段階では、チュートリアルとして、2011年よりJAMIT年次
大会の前日の1日をかけて実施することを計画している。2
年で医用画像工学の一貫した内容を習得できるような構
成とする。また、サマースクールとして、特定の話題に焦
点をあてたイベントの開催も検討する。

委員会組織

委員長：佐藤（阪大）、副委員長：木村（放医研）、清水（農工大）

委員：木戸（山口大）、北村（島津）、中口（千葉大）、湯浅（山形大）
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２０１０年度２０１０年度 役員人事関係一覧役員人事関係一覧 1/21/2 （２０１０年７月３０日）（２０１０年７月３０日）

■ 退 任
常任幹事： 斎藤 清人（東芝メディカルシステムズ）

幹 事： 今井 裕（東海大学）
片田 和廣（藤田保健衛生大学）
佐多 信吾（東芝メディカルシステムズ）

■ 新 任
常任幹事: 東木 裕介（東芝メディカルシステムズ）

幹 事： 勝俣 健一郎（国際医療福祉大学）【次期大会長】
森 雅樹（札幌厚生病院）
湯浅 哲也（山形大学）
杉本 直三（京都大学）
原 武史（岐阜大学）
北坂 孝幸（愛知工業大学）
山谷 泰賀（放射線医学総合研究所）

■ 第３０回ＪＭＡＩＴ大会 大会長：勝俣 健一郎（国際医療福祉大学）

■ ＪＡＭＩＴ Ｆｒｏｎｔｉｅｒ ２０１１ 世話人：羽石 秀昭 （千葉大学 ）

■任期満了後の再任
副 会 長： 森山 紀之（ 国立がんセンター）

長谷川 純一（ 中京大学）

常任幹事： 本間 一弘（ 産業技術総合研究所）

細羽 実（ 京都医療科学大学）

尾川 浩一（ 法政大学）

縄野 繁 （国際医療福祉大学 ）

羽石 秀昭 （千葉大学 ）

２０１０年度２０１０年度 役員人事関係一覧役員人事関係一覧 2/22/2 （２０１０年７月３０日）（２０１０年７月３０日）
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